
【調査対象者50名、回答者41名、回答率82%　】

活用し
ている

加工し
て活用

検討中 活用し
てない

その他

（A) （B） （C） （C） （C）

1
集落営農法人の経営継承課題と後継者育
成手法

H26 2 1 1 75% 4／4
必要に応じ、フォローアップ指
導を行う。

2
新奨励品種小麦「せときらら」の特性と
安定栽培技術

H26 7 1 88% 8／8
必要に応じ、フォローアップ指
導を行う。

3 夏用小ネギ品種の育成 H26 3 100% 3／3
必要に応じ、フォローアップ指
導を行う。

4
はなっこりー新品種「ME」と「L」の栽
培技術とはなっこりーの育苗延長

H26 2 2 100% 4／6
必要に応じ、フォローアップ指
導を行う。

5
ブドウの斑点状着色不良症状には亜リン
酸液肥が有効

H26 2 2 50% 4／4
必要に応じ、フォローアップ指
導を行う。

6
トマト灰色かび病菌の簡易薬剤感受性検
定法

H26 3 0% 3／6
フォローアップ指導を行うとと
もに、活用していない理由を明
確し、研究管理に反映させる。

7
紙袋を使ったイチゴのハダニ類の簡易薬
剤感受性検定法

H26 2 1 5 25% 8／9
フォローアップ指導を行うとと
もに、活用していない理由を明
確し、研究管理に反映させる。

8
見島ウシ及び無角和種牛群の近交度を考
慮した適正交配に関する研究

H26 3 100% 3／4
必要に応じ、フォローアップ指
導を行う。

9
水田を活用し周年放牧を可能とするため
の牧養力向上技術

H26 1 3 25% 4／6
フォローアップ指導を行うとと
もに、活用していない理由を明
確し、研究管理に反映させる。
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